
 



 

 

 

地域の特性を
生かす

今あるストックを
上手に使う

地域主体の持続
可能な仕組みづくり

地域が持つ特性をきめ細かく
把握し、地域らしさを育て、
地域全体の魅力を高める

新たな施設を単に増やすのではなく、
公共が所有してきた土地や施設を
計画的に維持・更新する

行政が主体となって財源を投入し
続けるまちづくりから、
地域が維持や発展に
携わるまちづくりに
重点を移す
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まちづくりの基本的な考え方

広域的なまちづくりの観点からみた与野本町駅周辺地区の役割

「公共サービスの拠点」と「周辺地域の交通拠点」を兼ね備えた
「大宮・さいたま新都心に近く、生活しやすい住宅地」

まちづくりの方針

まちの将来像

地域の資源とふれあい、
多様な世代が集い・暮らす魅力的なまち

住宅地の魅力を高める要素とまちづくりの課題

利便性
今よりも

便利なまちを
目指すこと。

安全性
地区が抱える
危険性を軽減、
解消していくこと。

快適性
住環境を守り、
育てること。

固有性
個性や魅力を
発信・発揮
すること。

持続性
社会経済情勢の
変化に対応した持続
可能なまちづくり。

地域の特性を
生かす

今あるストックを
上手に使う

地域主体の持続
可能な仕組みづくり

暮らしを支える
各種施設の利便性を
向上させます。

方針 利便性1
ゆとりのある街並み、
歩いて出かけること
が好きになるみちや
場所を創出します。

方針 快適性3
本町通りや
芸術劇場等と
地域のつながりを
深めます。

方針 固有性4
様々な立場の人が
協力し合い、
将来にわたって

まちを持続させます。

方針 持続性5
暮らしを脅かす
様々なリスクの
低減を図ります。

方針 安全性2
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